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令和４年度令和新時代プロジェクトチームの発足について 

令和４年４月 21 日 新時代・SDGs 推進課 

部局横断での情報共有、取組推進のプラットフォームとなる全庁型プロジェクトチームである

「令和４年度令和新時代プロジェクトチーム」を発足しました。 

  

＜プロジェクトチーム概要＞ ◎：主管部局 ○：関連部局 

原子力安全対策プロジェクトチーム ［チーム長：知事］ 
  ＜検討項目＞ 

原子力に係る安全対策、避難対策、モニタリングの各分野の安全性、実効性の確認、原
子力安全・防災体制の強化等に関すること 

  ＜主な部局＞  
   ◎危機管理局 

○福祉保健部、生活環境部、県土整備部、地域づくり推進部、商工労働部、農林水産部、 
警察本部 他 

  【第 1 回会議】令和 4 年４月 7 日（木）14:00～14:35  

とっとりデジタル田園都市実現プロジェクトチーム ［チーム長：知事］ 
  ＜検討項目＞ 

本県らしいデジタル田園都市国家構想の実現に向けた、全庁挙げたデジタル実装の取
組を加速・拡大に関すること 

  ＜主な部局＞ 
   ◎デジタル・行財政改革局  

○令和新時代創造本部、商工労働部、農林水産部 他 
  【第 1 回会議】令和 4 年 4 月 12 日（火）11:00～11:30 

ポストコロナの人流・物流活性化プロジェクトチーム ［チーム長：副知事］ 
  ＜検討項目＞ 

本県の国内外の航空路・航路を取り巻く課題の分析による、コロナ後の人流・物流を本
県に呼び込む取組に関すること 

  ＜主な部局＞ 
   ◎交流人口拡大本部、商工労働部 

○地域づくり推進部、県土整備部、境港管理組合 
  【第 1 回会議】令和 4 年 4 月 15 日（金）16:00～16:30 

ポストコロナの産業・雇用・社会プロジェクトチーム ［チーム長：統轄監］ 
 ＜検討項目＞ 

コロナにより加速・定着した価値観や消費行動、ライフスタイルの変化など、ニューノー
マルを取り入れた事業活動や社会活動の推進に関すること 

  ＜主な部局＞  
   ◎新型コロナウイルス感染症対策本部事務局  

○交流人口拡大本部、生活環境部、商工労働部、市場開拓局 
  【第 1 回会議】令和 4 年 4 月 14 日（木）13:00～14:00 

脱炭素・環境イニシアティブチーム ［チーム長：統轄監］ 
 ＜検討項目＞ 

循環型社会の構築、脱炭素社会の実現、自然・生物との共生に関すること 
  ＜主な部局＞  
   ◎生活環境部 

○総務部、農林水産部、商工労働部、県土整備部、教育委員会 
  【第 1 回会議】令和 4 年 4 月 15 日（金）13:00～13:30 

県庁 DX・業務改革プロジェクトチーム ［チーム長：副知事］ 
 ＜検討項目＞ 

県庁内の業務改善、県庁 DX 等の推進に関すること 
  ＜主な部局＞  
   ◎総務部 

○会計管理局、監査委員事務局、教育委員会 
  【第 1 回会議】令和 4 年 4 月 14 日（木）13:00～13:30 
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全国知事会等の活動状況について 

 

令和４年４月２１日 

総 合 統 括 課 

オミクロン株の感染が高止まりする中、まん延防止等重点措置が全国で解除となったことを受け、新型コロナ

ウイルス緊急対策本部の会議を開催し、全国知事会として今後の対策にあたり最優先事項とされる課題を踏まえ

た提言等を取りまとめるとともに、関係大臣の出席の下、「新型コロナウイルス感染症に関する全国知事会と国と

の意見交換会」を開催し、オミクロン株による更なる感染拡大を抑え込むための意見交換を行いました。また、

平井知事は、「新型コロナウイルス感染症対策分科会」に出席して地方の現状を国に説明し、実効的な対策を求め

ました。 

このほか、ウクライナ避難民受入れ、原油高騰対策等、諸課題について関係大臣等と意見交換を行いました。 

 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策関係 

 （１）第３５回全国知事会新型コロナウイルス緊急対策本部 会議 

・日 時 令和４年３月２３日（水）１４：１５～１７：５０ 

・出席者 平井知事ほか各都道府県知事等 

・概 要 各知事より、オミクロン株の特性に応じた基本的対処方針の見直し、ワクチンの交互接種や

小児接種の有効性・安全性の周知、地方創生臨時交付金の増額等、多くの意見が出され、国

に対策を講じることを求める提言及び国民の皆様へのメッセージを取りまとめた。【「まん延

防止等重点措置の解除を受けた緊急提言」、「感染再拡大防止に向けて基本的な感染対策の徹

底をお願いします！」（別紙参照）】 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に関する全国知事会と国との意見交換会 

   ・日時等 ・令和４年４月４日（月）１７：３０～１８：００ 後藤厚生労働大臣 

        ・令和４年４月７日（木）１５：４５～１６：０５ 山際コロナ担当大臣 

        ・令和４年４月７日（木）１６：３０～１６：５０ 金子総務大臣 

        ・令和４年４月７日（木）１７：１５～１７：３０ 松野内閣官房長官（※ワクチン担当） 

    ・出席者 平井知事、福島県知事、高知県知事ほか 

   ・概 要 全国知事会新型コロナウイルス緊急対策本部の提言等に基づく要請を行った。 

 

（３）政府分科会への出席 

○新型コロナウイルス感染症対策分科会 

・日時及び概要 

日時 概要 

R4.4.8（金）13:30～15:30 
・感染再拡大防止に係る国民へのメッセージについて 

・今後の感染拡大時の対応の考え方について 

・出席者 尾身会長ほか学識経験者、山際コロナ担当大臣、古賀厚労副大臣、平井知事等 

  

 

２ その他諸課題に関し連携した動き（時系列順） 

 （１）全国知事会 

  ○関係団体との連携 

全国知事会と経済団体との連携の一環として、経団連等に続き、経済同友会と意見交換を実施し、コ

ロナ後の経済回復や企業のデジタル化、脱炭素推進に係る課題を共有した。 

・日 時 令和４年４月６日（水）９：３０～１０：１５ 

・出席者 平井知事、櫻田代表幹事他 

 

 

- 3 -



  ○ウクライナ避難民受入に関する連絡調整本部の設置、第１回会合 

    国・都道府県等が連携・協力しながら避難民の円滑な受入体制を整備するため、４月５日に「ウクラ

イナ避難民受入に関する連絡調整本部」（本部長：全国知事会長（平井知事））を全国知事会に設置し、

同月８日に第１回会合を実施。 

（第１回会合） 

・日 時 令和４年４月８日（金）１６：００～１６：３０ 

・出席者 平井知事、京都府知事、福井県知事、栃木県知事、徳島県知事、鹿児島県知事 等 

佐々木出入国在留管理庁長官、大沢内閣審議官 

      ・内 容  ウクライナ避難民の円滑な受入れについて、全国知事会として国や都道府県の橋渡しとな

り、日本に安心して滞在いただけるよう支援を行っていくことを確認。【ウクライナ避難

民の国内への円滑な受入れと安心できる避難生活の実現に向けて（別紙参照）】 

 

   ○「原油価格・物価高騰等総合対策」に係る要望活動 

・日時等 ・令和４年４月 ６日（水） 公明党（石井幹事長、竹内政調会長、輿水総務部会長） 

・令和４年４月１３日（水） 山際経済再生担当大臣、金子農林水産大臣、自民党（田所総務

部会長、林地方創生実行統合本部長、山口総務会長代理） 

    ・要望者 平井知事（全国知事会長） 

・内 容 ４月末までに国がとりまとめる「原油価格・物価高騰等総合対策」について、大胆かつ強力な

対策を講じて頂くことを国に要望。 

 

○第３３次地方制度調査会 第３回専門小委員会 

     ・日 時 令和４年４月１３日（水）１０：００～１２：００ 

・出席者 市川晃（地方制度調査会会長）、大山礼子（同副会長）、山本隆司（同専門小委員会委員長）、

平井知事（全国知事会会長）ほか地方六団体代表者等 

    ・内 容 新型コロナウイルス感染症対応や DX の進展等を踏まえた課題認識や地方制度のあり方等に

ついて地方六団体として意見陳述。 

 

  ○地方創生担当大臣等との意見交換会 

ポストコロナの新たな地方創生の推進に向け、地方からのデジタル実装や地域活性化の取組に対する

課題等について地方六団体参画の下、関係大臣との意見交換を行った。 

・日 時 令和４年４月１９日（火）１６：３０～１７：１５ 

・出席者 野田聖子地方創生担当大臣、若宮健嗣デジタル田園都市国家構想担当大臣 

全国知事会長（平井知事）ほか地方六団体代表者 

 

 

 （２）兵庫・鳥取両県知事会議 

・日時等：令和４年４月１４日（木）１２：１０～１２：３０（ＷＥＢ） 

・出席者：平井知事、兵庫県知事 

・概要等：新型コロナウイルス感染症対策の情報共有、JR西日本による地方ローカル線の収支公表を 

踏まえた地域交通の維持・存続に向けた連携した取組等について意見交換会を行い、合意事 

項を取りまとめ。【令和4年度兵庫・鳥取両県知事会議 合意事項（別紙参照）】 
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踏
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感
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発
信
を
引
き
続
き
積
極
的
に
行
う
こ
と

・
１
２
歳
以
上
１
７
歳
以
下
の
者
へ
の
接
種
が
開
始
さ
れ
た
が
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
配
分
が
な
い
こ

と
か
ら
、
都
道
府
県
で
調
整
し
て
な
お
不
足
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
国
の
責
任
に
お
い
て
追
加
で
確
保
す
る
こ
と
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3

・
接
種
の
目
的
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
反
応
、
接
種
を
推
奨
す
る
対
象
等
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠
を
踏
ま
え
て
、

国
と
地
方
と
専
門
家
が
共
に
ワ
ン
ボ
イ
ス
で
発
信
で
き
る
、
更
に
分
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
と
と

も
に
、
相
談
窓
口
を
国
と
し
て
開
設
す
る
こ
と

②
１
２
歳
未
満
の
子
供
へ
の
接
種
（
提
言
P.
5
）

・
接
種
実
績
等
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
小
児
や
保
護
者
へ
の
同
調
圧
力
や
自
治
体
へ
の
接
種
回
数
増
加
の
要
請
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

・
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
際
に
は
、
事
前
に
自
治
体
と
情
報
共
有
を
図
り
、
接
種
体
制
の
構
築
に
必
要
な
準

備
期
間
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

・
諸
外
国
の
動
向
や
専
門
的
知
見
等
を
収
集
・
分
析
し
、
安
全
性
や
必
要
性
、
接
種
間
隔
、
対
象
者
、
開
始
時
期
、

ワ
ク
チ
ン
配
分
計
画
な
ど
、
長
期
的
な
戦
略
を
も
っ
た
政
府
の
考
え
方
を
早
期
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
を
確
実
に
確
保
す
る
こ
と

③
４
回
目
接
種
に
係
る
早
期
の
情
報
提
供
（
提
言
P.
5
）

３
．
保
健
・
医
療
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

①
保
健
所
機
能
の
強
化
（
提
言
P.
6
）

・
第
７
波
に
備
え
る
観
点
か
ら
、
感
染
力
や
重
症
化
リ
ス
ク
な
ど
が
明
ら
か
で
な
い
未
知
の
変
異
株
に
よ
る
急
速
な

感
染
拡
大
を
も
想
定
し
、
各
地
域
が
必
要
な
保
健
所
機
能
を
維
持
及
び
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
強

化
に
対
し
支
援
す
る
こ
と

・
保
健
所
と
そ
の
他
関
係
機
関
の
役
割
を
再
検
証
し
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
、
知
事
が
幅
広
い
関
係
機
関
に
よ

る
対
応
体
制
の
確
保
が
可
能
と
な
る
よ
う
必
要
な
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
含
め
、
地
域
の
感
染
症
対
応
能
力
向

上
に
向
け
た
方
策
を
検
討
及
び
提
示
し
、
そ
の
実
施
を
支
援
す
る
こ
と

・
３
回
目
接
種
は
m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
み
を
用
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
理
由
に
よ
り
、

m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
方
向
性
を
速
や
か
に
示
す
こ
と

・
市
区
町
村
や
都
道
府
県
の
事
務
負
担
等
を
十
分
に
考
慮
し
、
情
報
提
供
な
ど
を
き
め
細
か
に
行
う
こ
と
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４
．
事
業
者
支
援
及
び
雇
用
対
策
に
つ
い
て

①
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
弾
力
的
な
運
用
と
拡
充
（
提
言
P.
1
1
）

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
事
業
が
幅
広
く
対
象
と
な
る
よ
う
制
度
を
見
直
し
、
弾
力
的
な
運
用
等
を
図
る

と
と
も
に
、
配
分
残
額
の
早
急
な
配
分
に
加
え
、
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
急
拡
大
な
ど
も
見
据
え
、
地
方
単

独
事
業
分
の
増
額
な
ど
更
な
る
財
源
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
は
、
想
定
し
た
確
保
病
床
等
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
高
齢

者
へ
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
施
設
を
含
め
た
医
療
体
制
の
更
な
る
強
化
に
向
け
、
財
政
支

援
の
拡
充
を
は
じ
め
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と

③
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
の
財
政
措
置
等
（
提
言
P.
8
）

・
病
床
の
ひ
っ
迫
等
に
よ
り
施
設
内
療
養
を
行
う
高
齢
者
施
設
等
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
３
分
の
１
が
地
方
負
担

と
な
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
同
様
、
国
に
お
い
て
全
額
財
源
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
障
害
者

支
援
施
設
等
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
こ
と

・
中
和
抗
体
薬
及
び
経
口
薬
に
つ
い
て
、
備
蓄
分
も
含
め
十
分
な
量
を
確
保
し
た
上
で
、
医
療
機
関
・
薬
局
に
適
切

に
配
分
し
、
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
備
蓄
の
上
限
を
緩
和
し
、
経
口
薬
の
譲
渡
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
現

場
の
医
師
の
判
断
で
早
期
投
与
で
き
る
よ
う
、
弾
力
的
な
運
用
を
認
め
る
こ
と

②
治
療
薬
の
活
用
促
進
等
（
提
言
P.
8
）

・
国
産
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
速
や
か
な
製
造
・
販
売
に
向
け
、
国
と
し
て
重
点
的
な
開
発
支
援
等
を
行
う
と
と
も

に
、
速
や
か
に
治
験
や
製
造
販
売
承
認
を
行
う
こ
と

・
新
た
な
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
割
引
率
を
高
く
設
定
す
る
な
ど
、
観
光
需
要
を
十
分
に
喚
起
で

き
る
よ
う
効
果
的
な
支
援
制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
詳
細
を
い
ち
早
く
示
す
こ
と

②
観
光
支
援
策
等
の
推
進
（
提
言
P.
1
2
）

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
補
助
対
象
期
間
に
含
め
る
と
と
も
に
、
感
染
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
が
図
れ
る

よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
や
検
査
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
仕
組
み
の
内
容
や
運
用
を
早
急
に
示
す
こ
と
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感染再拡大防止に向けて 

基本的な感染対策の徹底をお願いします！ 
 

 全国で「まん延防止等重点措置」が解除されましたが、依然として新規

感染者数の高止まりの状況が続く中、進学、就職などで人々の移動や会

食の機会が多くなり、感染の再拡大も懸念されます。 

 国民の皆様におかれては、暮らしと健康を守るため、引き続き、基本的

な感染対策の徹底をお願いします。 

 
〇 ワクチンを接種した方も含め、マスクの着用など基本的な感
染対策を徹底しましょう。特に子どもや高齢者への感染を防止
するため、家庭内でも定期的な換気、こまめな手洗い等を実践
し、同居する高齢者や基礎疾患のある方と会話をする際にはマ
スクの活用などを考えましょう。 

〇 外出する場合は、基本的な感染対策を徹底し、混雑を避け、
時期を分散するなど、「うつさない」、「うつらない」行動を心掛
けましょう。また、卒業式・入学式、入社式、研修などの際には、
懇親の場も含め、感染防止対策を徹底してください。 

〇 飲食時は感染リスクが高まります。外食は、都道府県の認証
店など感染対策を講じたお店をご利用いただき、会話をする
際はマスクを着用するなど、友人など親しい間柄であっても感
染対策を徹底しましょう。 

〇 発症や重症化を防ぐ効果を持続させるためにワクチンの３回
目接種を早めにお願いします。１・２回目のワクチンを接種され
ていない方も積極的にご検討ください。また、5 歳から 11 歳
の子どもへのワクチン接種については、政府や自治体から発信
される正しい情報をもとにご検討ください。 

〇 発熱・咳など少しでも体調が悪い場合は、外出・移動を控え、医
療機関に電話した上で、すぐに受診しましょう。 

令和４年３月２３日 

全 国 知 事 会   
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ウクライナ避難民の国内への円滑な受入れと 

安心できる避難生活の実現に向けて 

 

今般、ロシアによるウクライナ侵略で亡くなられた人々に哀悼の意を表するとともに、

ウクライナの数多くの戦争被害者や避難民の方々に寄り添う日本国民の想いを実現し、

ウクライナ避難民の円滑な受入れを国などと連携して全力で行っていく。 

また、昨日総理記者会見で発表された、ポーランドからの日本直行便の座席借り上げに

よる避難民輸送の継続等により、今後さらにウクライナ避難民の方々が増加していくこ

とが想定される。国が行う避難民の意向調査の結果等に基づく全国各地での本格的な避

難民受入れの円滑な実現に向け、国や全国都道府県の橋渡しとなり、連絡調整していく。 

さらに、滞在が長期化することも予想されることから、ウクライナの方々が受けた精神

的・身体的ダメージが極めて深刻であることも踏まえ、言語問題をはじめ、住居、就労、

教育、医療・介護など、多岐にわたる生活面での支援について、日本を「第２のふるさと」

と感じ安心して滞在していただけるよう支援を行っていく。 

 

  令和４年４月８日 

 

      全国知事会ウクライナ避難民受入に関する連絡調整本部 

        本部長   鳥取県知事 平井伸治（全国知事会長） 

        副本部長  京都府知事 西脇隆俊（全国知事会総務常任委員長） 

        副本部長  福井県知事 杉本達治（全国知事会総務常任副委員長） 

- 10 -



令
和
４
年
度
兵
庫
・
鳥
取
両
県
知
事
会
議

合
意
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

•
Ｂ
Ａ

.
２
系
統
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
に
置
き
換
わ
り
が
進
む
変
異
株
の
感
染
拡
大
を
阻
止
す

る
た
め
、
継
続
し
て
、
情
報
共
有
を
密
に
行
う
ほ
か
、
保
健
所
間
の
円
滑
な
連
携
を
図
り
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ロ
ー
カ
ル
線
へ
の
対
応

•
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
し
て
は
、
収
支
以
外
に
も
全
国
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
や
通
勤
・
通

学
・
通
院
等
、
地
域
交
通
の
重
要
性
な
ど
の
理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

•
今
回
発
表
が
あ
っ
た
経
営
状
況
が
厳
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
存
続
に
向
け
て
、
他
府
県
と
と

も
に
、
国
に
対
し
て
積
極
的
な
関
与
と
支
援
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

•
両
県
連
携
し
て
、
沿
線
市
町
と
と
も
に
利
用
促
進
や
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
よ
り
一
層
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
４
日

兵
庫
県
知
事

齋
藤

元
彦

鳥
取
県
知
事

平
井
伸

治

鳥
取
県

兵
庫
県
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令和３年度デジタル時代の鳥取県広報戦略検討委員会の検討結果及び 

令和４年度の展開について 
令和４年４月２１日 広報課 

 

デジタル時代に応じた広報の在り方を検討するため、令和３年度に開催した「デジタル時代の鳥取県

広報戦略検討委員会」の検討結果及び当該結果を踏まえた今後の展開について報告します。 

 

１ 令和３年度委員会の検討結果 

（１）開催日 第 1回：令和 3年 12月 16日、第 2回：令和 4年 2月 16日、第 3回：同年 3月 22日 

（２）委員構成 

区分 所属、職名等 氏名 

学識経験者 北海道大学大学院 国際広報メディア・観光学院、メディ

ア・コミュニケーション研究院 特任教授 

北村 倫夫 

報道関係者 株式会社新日本海新聞社 地域プロデュース局 企画ソリ

ューション課 係長 

坂岡 学 

デジタルメディア運

営者 

株式会社とっとりずむ 代表 

ローカル Webメディア「とっとりずむ」 編集長 

酒本 勇太 

ウェブサイト関係者 ソンズ株式会社 代表取締役 鈴木 尊善 

県民 鳥取大学地域学部 3年、県政モニタリング事業モニター 河田 真緒 

（３）検討結果 

ア 広報の課題及び対応方針に係る委員の意見を集約し、今後の改善に向けた論点を整理した。 

イ 県所管広報媒体の主要な改善方針をとりまとめた。 

○個人のニーズに合わせた「情報発信のパーソナライズ化」の推進 

○リアルタイムかつ効果的な情報伝達が可能となる「プッシュ型配信」の導入 

○見やすさ・辿り着きやすさの向上を目的としたウェブサイトの改善（令和３年度重点検討項目） 

ウ 効果的な広報のためには、広報内容に応じ、情報受信者の属性（年代、居住地、職業等）を分

類し、ターゲット層を絞り込むこと（＝セグメンテーション＋ターゲティング）が必要との認識

で一致した。 

エ 県が提供する行政情報の性質と、各広報媒体の適性やターゲット層を俯瞰・再整理し、今後の

中期的な県の広報の在り方の大枠となる「デジタル時代の鳥取県広報マップ」（以下「マップ」と

いう。）をとりまとめ、「どの媒体を選定し広報すれば、どのターゲット層に効果的に伝わるか。」

の指針を示すこととした。 

オ 階層別研修等を通じた職員の意識・マインドの改善が必要との認識で一致した。 

カ 令和４年度以降も必要に応じて委員会を機動的に開催し、個別の広報課題について検討を進め

ることとした。 

 

２ 令和４年度の展開 

令和３年度委員会の検討結果を踏まえ、令和４年度においては、研修・通知等により職員の意識改

革と行動変容を促すほか、以下の事業を展開し、もって、広報の質の向上、伝わる広報の推進を図る。 

（１）パーソナライズド情報のプッシュ配信を目的とした県公式 LINEアカウントの開設 

新規に県公式 LINE アカウントを開設し、プッシュ通知機能により、ユーザが希望する分野の情

報をリアルタイムに配信する。 

（２）見やすさ・辿り着きやすさの向上を目的としたウェブサイトの改善 

○パーソナライズド情報の提供を目的とした改修（マイページ） 

○見やすさ・辿り着きやすさの向上を目的とした改修（ナビゲーション、デザイン、レイアウト、

スマートフォンで閲覧しやすいウェブページ作りを促す改修等） 

（３）デジタル時代の鳥取県広報マップの庁内周知 

通知、階層別研修等によるマップの周知を通じ、適切な広報媒体の選定及びターゲット層に伝わ

る広報の推進を図る。 

（４）職員の意識の改善、見やすいウェブページ作り等を目的とした階層別研修 

広報に係る職員の意識・マインドの改善、見やすいウェブページ作り、マップの周知・定着等を

目的として、階層別研修を行う。 
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